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＜今日の目標＞

介護支援専門員が自立支援型ケアマネジメ
ントを実践する際に、動作観察のポイント
を知る

動作観察から課題の抽出、改善見込みの見
立てができる

多職種連携で生活課題の検討と見通しの検
討ができる



「できない」ことばかり見える・・・
「できない」こと以外は？
▷ 「できない」ことは「できる」ようにならないの？
▷ 今「できている」けど、今後「できなくなる」ことは
▷ 「できる」と「できない」だけなのかな？



暮らしの困り事

見た目が気になって外出しにくい

目が乾燥して、見にくい

飲み物が口の右から漏れて飲みにくい

味がわかりにくい

噛む力が落ちたので肉など食べにくい

話にくい





（大阪府の特徴）フレイルの方が多い





自立支援/重度化防止のポイント

①「できない」→「できる」 へ

②「できる」→「しやすい」→「している」

③「できる」→「しにくい」→「している」

④「できる」→「しにくい」→「していない」


